
樂美術館事業計画要旨

2021 年度 2021年4月1日（木）〜2022年3月31日（木）期間

令和３年度事業計画概要

Ⅰ  作品・資料の公開活用、保存・修復、作品資料の収集事業

１）作品資料公開活用事業

1)当館展示計画

春期　新春展延長　やわらかな、ぬくもり

夏期　特別展　玉水焼三代

秋期　樂歴代特別展　赤と黒の世界

冬期　新春展

2022年度

春期　春期特別展　樂歴代

夏期　夏期展　いきものがたりーふしぎなどうぶつたちー

2)手にふれる美術館事業

特別鑑賞茶会

手にふれる樂茶碗鑑賞会

親子でお茶一服

親子ワークショップ

※コロナ禍の為、未定

3)館外展示計画　他の美術館との協力事業

２）保存・修復事業

1)館蔵作品の保管修理を行う。

３）作品資料収集事業

1)作品購入を行い、収蔵作品・資料の充実をはかる。予定作品は現在は未定。

Ⅱ  樂焼、その他日本陶芸、茶道工芸美術の調査研究・資料図書刊行・閲覧事業

1)インターネット上での樂焼の解説、歴史概説の掲載閲覧を充実させる。

2)SNSを利用して、1)の利用拡大に努める。

3）オンライン事業に乗り出すべく、オンライン講演会が出来るように目指す。

Ⅲ　学校・社会教育への協力を行う、文化・教育振興・普及事業

1)夏期展にて親子ワークショップを開催する。

2)児童対象の体験学習に協力、「親子でお茶一服」等を開催する。

3)大学の教育事業に協力する。

4)生涯学習事業に積極的に協力する。

5)地域文化の向上に努める。

※1）、2）に関しては、しばらくの間中止。コロナ終息後、再開する。

Ⅳ　その他、この法人の目的を達成する為に必要な事業

1)広報活動を充実させる。

2)地震、洪水など災害時に備えて収蔵庫の災害対策を強化する。

3)データロガーを用いて、より詳細な湿度温度を記録、管理する。

事業計画要旨
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Ⅰ- 1．作品資料公開活用事業         当館展示計画

樂美術館事業計画

2021 年度

やわらかな、ぬくもり展示事業 1

特別展　玉水焼三代展示事業 2

樂歴代特別展　赤と黒の世界展示事業 3

新春展展示事業 4

2021年1月6日（水）〜5月9日（日）

2021年5月15日（土）〜8月22日（日）

玉水焼の三代（一元・一空・任土斎）に焦点を当て、樂家からどの様に分かれて発展して

いったかを作品を通して考え、楽家とのつながりを紐解く展示をします。

2021年8月28日（土）〜12月24日（金）

コロナ禍のため、詳細は未定。

2022年1月6日（木）〜3月13日（日）

コロナ禍のため、詳細は未定。

緊急事態宣言などの要請などコロナ禍の影響を鑑み、新春展の開催を延期する。

内容

樂焼の特徴である、やわらかさ、ぬくもりなどの特徴が感じられる、手捏ねの特徴や釉薬

の特徴が顕著に現れた作品を中心に展示。

当館展示事業

春期特别展　樂歴代 2022年3月19日（土）〜6月26日（日）

コロナ禍のため、詳細は未定。

手にふれる美術館事業

展示ケースごしの展観ではなく、作品、資料を実際に手に触れて鑑賞する「手にふれる美術館構想」

を促進してきた。今年度は以下の4事業を行う。

　　1.特別鑑賞茶会         　　　　 5月 6月 7月 9月 10月 12月 2月 3月に開催　　年8回

　　2.手にふれる樂茶碗鑑賞会　　　　毎月一回行う（8月を除く）

　　3.親子でお茶一服

　　4.親子ワークショップ　　   　　　　　 ※コロナ禍の為、未定

展示事業 5
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夏期展 2022年7月2日（土）〜9月4日（日）展示事業 6



Ⅰ- 1．作品資料公開活用事業 館外展示計画

樂美術館事業計画

2021 年度

１）　 今出川通 日本画・茶の湯美術館連絡会（堂本印象美術館、茶道資料館、北村美術館、橋本関雪記念館、

当館）と密接に協力活動を行う。

他の美術館との協力事業
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